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はじめに

国際観光が日本・地域へ波及する経済効果が如

何に大きいかという認識の深まりの中で、“ビジ

ット・ジャパン・キャンペーン”（２０１０年までに訪

日外客数をを１，０００万人にするという目標）事業活

動が全国的に展開されている。最近、北陸地域に

おいても、中国・韓国・台湾との定期便、チャー

ター便の利用促進、官民あげての中国・韓国・台

湾への訪問による誘客運動、現地旅行会社の北陸

への招待（北陸の観光資源のPR）を実施し、さら

に韓国旅行会社と業務提携する北陸企業も胎動し

ている。（２００５年３月環日本海ジャーナル６４号参照）

１．２００４年の訪日外客の概観

２００４年の訪日外客数は６１４万人（前年比１７．８％増）

と年間史上初の６００万人台に達した（図１）。増加

要因としては、�官民連携による“ビジット・ジ

ャパン・キャンペーン”事業活動の展開、�訪日

ビザ発給等の緩和措置（例 韓国人等の訪日修学

旅行者へのビザ免除、中国人の団体観光ビザ発給

対象地域の拡大化など）、�地方空港を中心に日

中・日台間運航のチャーター便の増加、	大型国

際会議、インセンティブツアーの開催

などが

あげられる。

北東アジア地域（本稿では中国、香港、台湾、

韓国、ロシア）からの訪日客数は３６４万人（前年比

２１．４％増）で、訪日外客総数の５９．３％を占めている

（表１）。中でも、中国、台湾、ロシアからの訪日

外客数の伸びが目立った。なお、３６４万人のうち観

光客数は香港が全体の９０．４％、台湾が同８９．０％、韓

国が同６５．３％、ロシアが同４８．１％、中国が同３０．８％

を占めている。因みに、中国、香港、台湾、韓国

の訪日市場の規模・志向・特性は表２の通りである。

最近、北陸地域では空港（チャーター便）を活

用した台湾からの訪日客の伸びが著しい。地元の

努力とともに、台湾からの訪日目的が“自然景観

の鑑賞”（日本の四季）と温泉に集約されつつある

ことが要因といえよう。

訪日外客（インバウンド）の誘致戦略


「訪日外国人旅行者満足度調査報告書」から



富山県貿易・投資アドバイザー 野 村 允

図１ 訪日外国人旅行者数の推移

表１ ２００４年訪日外客数
（単位：千人、％）

国・地域
別
訪日外客
総数

計
中国 香港 台湾 韓国 ロシア

人 数 ６，１３８ ３，６４１ ６１６ ３００ １，０８０ １，５８８ ５７

前年比 １７．８ ２１．４ ３７．３ １５．４ ３７．６ ８．８ ２７．１

資料：国際観光振興機構（JNTO）

資料：「JNTO国際観光白書」２００５年版（２００５／６）、
「日本の国際観光統計」２００４年 JNTO（２００５／７）から作成

－１０－－１０－
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２．「訪日外国人旅行者満足度調査報告書」（JNTO

２００５／６）から

�１ 調査方法

Ａ 調査時期

１月下旬から２月下旬

Ｂ 調査場所

日本の国際７空港制限地域（CIQエリア）の

出国待合室（千歳、成田、名古屋、関西、

福岡、那覇の各空港および博多港）

Ｃ 調査対象

日本に１泊以上滞在し、日本旅行を終えた

出国前の外国人旅行者

Ｄ 調査手法

調査員による面接聞き取りもしくは調査票

を本人が記入する（８ヵ国語）

Ｅ 標本数 計５，１６１票

�２ 調査内容

主要項目は、自由記載を含め１３項目になるが、

本稿では、�訪日前後の日本に対する印象、�帰

国後友人等にすすめたい場所および期待外れの場

所、�将来、観光での再来日希望の有無、	本調

査から見た訪日外客の満足度向上のための提言



などについて、簡単に紹介する。

Ａ 初訪日した人の日本への印象の変化

表３－�１から見て、以下のような日本人への印

象の変化を指摘している。

�訪日によって評価が上がった良いイメージと

して、「日本の人々が親切、礼儀正しい」、「便利

な／進んだ交通機関」、「サービスが良い」、�訪

日によって評価が下がった良いイメージとして、

表２ 主要訪日市場の市場規模・志向・特性

市
場

Ａ）２００４年外国旅行者数（出国） Ｃ）主要マーケット・セグメ
ント

Ｄ）日本旅行への関心
Ｅ）訪日旅行の特徴（旅行者の志向、旅行形態、

日数など）Ｂ）２００４年訪日旅行者数（訪日）

中

国

出

国

２，８８２万人（年平均２８．８％増）
人口１３億１，３３１万人（出国率２．２％）
渡航先１）タイ ２）SIN

３）ベトナム

・富裕層（自営業・オーナー、
弁護士、外資企業勤務者な
ど）

・夫婦・家族旅行
・企業（研修視察旅行・イン
センティブ旅行）

・修学旅行（小規模だが今後
有望）

・近代性（新幹線など）
・テーマパーク
・自然の魅力（富士山・桜・温
泉）

・買い物（Made in Japanへの憧
れ）

・日本の食文化（雰囲気なども）
・日本人との交流型ツアーの芽
生えも

・一度の旅で代表的な観光地を数多く見たい。
東京は欠かせない

・訪日観光客のうち初来日は６２．３％と成長市場
・観光団体旅行は２０００年９月から開始され、２００４
年１２月末までの訪日団体観光客数累計は１３万
人を突破（２００４年年間で４．７万人）

・６日－７日で大阪－東京間を巡るツアーが主
流だが、短期化の傾向も

・旅行目的地を決定するのは直前になってからが多い

訪

日

訪日中国人６２万人 ↑（香・マカオ）
（３７．３％増／構成比１０．０％）
うち観光客１９万人（観光率３０．８％）

香

港

出

国

５００万人（年平均２．０％増）
人口７１２万人（出国率７０．２％）
渡航先１）タイ ２）台湾

３）日本

・２０代から４０代（友人旅行／
個人）

・夫婦・家族旅行（団体旅行）
・企業（インセンティブ旅行）

・温泉（露天風呂）
・買い物（ファッション・オー
ディオ機器）

・日本食（海の幸・寿司・ブラ
ンド牛・ラーメン）

・雪遊び・スキー
・自然・四季の魅力（花・果物
狩り）

・テーマパーク

・日本は最新情報・流行の発信地（体験が自慢）
・新しい観光魅力に高い関心（極めて新しもの
好き）

・都会志向が強い（一方で冬の北海道もブーム）
・観光客の訪日リピーター率は７８．４％と外客の
うちトップ

・観光客の６０．８％が個人旅行（英語堪能でもの
おじしない）

・一般的な訪日観光ツアーは４泊５日

訪

日

訪日香港人３０万人
（１５．４％増／構成比４．９％）
うち観光客２７万人（観光率９０．４％）

台

湾

出

国

７７８万人（年平均２．０％増）
人口２，２５３万人（出国率３４．５％）
渡航先１）中国 ２）香港

３）マカオ

・親子旅行（学校休暇時期に
実施）

・２５－３５歳の独身（友人旅行）
・シルバー層（団体も個人旅
行も）

・哈日族（日本大好きな若年
層）

・企業（インセンティブ旅行）

・自然・四季の魅力（桜・紅葉・
雪）

・純和風（旅館・温泉・伝統的
町並み）

・大都会の魅力
・日本の大衆文化（特に哈日族）
・食文化（ラーメン・鍋料理・
海産物）

・買い物（薬品・食品なども）

・日本人の間にとけ込んで流行や話題のスポッ
トを体験

・親子旅行では子供の教育に役立つ施設が人気
・観光客の団体旅行は６０．２％、ツアー参加率は
４６．６％と高い
・観光客の訪日リピーター率は６７．６％と高い。
訪日外客の中で地方旅行の先駆者。小豆島や
稚内、知床、鳥取、四国等も訪問

・一般的な訪日観光ツアーは４泊５日

訪

日

訪日台湾人１０８万人
（３７．６％増／構成比１７．６％）
うち観光客９６万人（観光率８９．０％）

韓

国

出

国

８８３万人（年平均１２．５％増）
人口４，７９５万人（出国率１８．４％）
渡航先１）中国 ２）日本

３）米国

・２０代（友人旅行）
・３０－４０代と子供（家族旅行）
・５０－６０代（熟年夫婦旅行）
・新婚（ハネムーンツアー）
・企業（インセンティブ旅行）
・修学旅行

・大都会の街歩き・日本食
・日本の大衆文化（漫画・音楽・
ゲーム）

・温泉・ゴルフ・スキー
・日本伝統文化と街の賑わい

・活気ある賑わいに引かれる
・大自然を求める北海道チャーターツアーも急
増中（夏）

・観光での個人旅行率は６６．０％と高い
・観光客の訪日リピーター率（２回目以上の訪
日）４７．１％

・一般的な訪日観光ツアー３泊４日と気軽に日本へ
・周遊型より滞在型を好む（旅行範囲が比較的
限られている）

訪

日

訪日韓国人１５９万人
（８．８％増／構成比２５．９％）
うち観光客１０４万人（観光率６５．３％）

資料：「JNTO国際観光白書」２００５年版

－１１－－１１－
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「映画、アニメ、音楽等の好イメージ」、「文化と

歴史がすばらしい」、「高い生活水準」があげられ

ている。次に、�訪日によって改善された否定的

イメージとして、「物価が高い」、	訪日によって

さらに強まった否定的イメージとして「言語障壁」

があげられている。�全体として、良いイメージ

は全体の５割が変わらないものの、悪いイメージ

が大きく変化しているのが特徴的である。

因みに、中国、香港、台湾、韓国からの訪日客

の日本に対する印象の変化は表３－�２の通りであ

る。

Ｂ 帰国後友人等にすすめたい場所

�すすめたい場所（地域）としては、訪問者数

が多いこともあって、「関東」、「近畿」が飛び抜

表３ 訪日外国人満足度調査
�１ 初訪日客の訪日前後のイメージ比較

�２ 国別（実数）
中国

【肯定的なイメージ】 【否定的なイメージ】

訪日前と訪日後の印象の変化（％） 訪日前と訪日後の印象の変化（％）

訪日前の
日本の印象
（Ａ）

訪日後の
日本の印象
（Ｂ）

訪日前後の差

（Ｂ－Ａ）

訪日前の
日本の印象
（Ａ）

訪日後の
日本の印象
（Ｂ）

訪日前後の差

（Ｂ－Ａ）

肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

日本の人々が親切・礼儀正しい ３１．６ ３９．１ ７．６

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

言語障害 ４．６ ７．１ ２．５

便利な／進んだ交通機関 １１．１ １８．１ ７．０ 交通機関が不便 ０．９ １．９ １．１

サービスが良い １５．３ １９．８ ４．６ にぎわい・活気がない ０．６ １．２ ０．６

食事が美味しい １９．０ ２１．１ ２．２ ショッピングが楽しめない ０．７ １．３ ０．６

治安が良い ８．４ １０．４ ２．０ サービスが悪い ０．１ ０．５ ０．４

適切な価格 ４．４ ６．４ ２．０ 都市の景観が美しくない １．４ １．８ ０．３

ショッピングが楽しめる ８．４ ９．６ １．２ 生活水準が低い １．０ １．３ ０．２

美しい自然／田舎 １２．８ １３．５ ０．６ 産業／工業製品のイメージが良くない ０．１ ０．１ ０．１

言葉が通じやすい ２．４ ２．８ ０．４ 映画、アニメ、音楽のマイナスイメージ ０．２ ０．２ ０．０

にぎわい活気がある １２．７ ９．８ －２．９ 自然／田舎が美しくない ０．８ ０．８ －０．３

産業／工業製品の好イメージ １１．２ ８．０ －３．２ 食事が合わない／不味い ３．４ ３．１ －０．３

都市の景観が美しい ２７．０ ２３．６ －３．４ 治安が悪い ０．３ ０．１ －０．３

高い生活水準 １５．６ １１．９ －３．７ 文化と歴史が素晴らしくない ０．９ ０．３ －０．６

文化と歴史が素晴らしい １９．６ １５．８ －３．８ 日本の人々が不親切 １．８ ０．９ －０．９

映画、アニメ、音楽の好イメージ ９．７ ４．９ －４．８ 物価が高い ２７．１ ２３．５ －３．６

特にイメージはないが、どちらかと言うと良いイメージ ２．４ ０．９ －１．５ 特にイメージはないが、どちらかと言うと悪いイメージ ０．７ ０．１ －０．６

その他 １．５ ２．１ ０．７ その他 ０．５ ０．４ －０．１

中国

訪日前 訪日後 前後の差

便利な／進んだ交通機関 ４０ ８１ ４１

日本の人々が親切・礼儀正しい ７５ ９５ ２０

治安が良い ５０ ６９ １９

サービスが良い ７８ ９３ １５

ショッピングが楽しめる １７ ２９ １２

食事が美味しい ３８ ４７ ９

美しい自然／田舎 ５５ ６２ ７

言葉が通じ易い ４ ９ ５

適切な価格 １７ １２ －５

文化と歴史が素晴らしい ２８ ２２ －６

産業／工業製品の好イメージ ４８ ４１ －７

映画、アニメ、音楽の好イメージ ３０ １５ －１５

高い生活水準 ７３ ５１ －２２

にぎわい・活気がある ８１ ５０ －３１

都市の景観が美しい １３６ ９９ －３７

特にイメージはないが、どちらかと言うと良いイメージ １３ ５ －８

その他 ７ １７ １０

中国

訪日前 訪日後 前後の差

都市の景観が美しくない ４ １１ ７

言語障害 １０ １４ ４

交通機関が不便 ３ ３

食事が合わない／不味い ５ ７ ２

サービスが悪い １ ３ ２

産業／工業製品のイメージが良くない １ １

生活水準が低い ５ ５ ０

文化と歴史は素晴らしくない ４ ４ ０

ショッピングが楽しめない １ １ ０

自然／田舎が美しくない ３ ２ －１

治安が悪い ２ １ －１

にぎわい・活気がない ４ ２ －２

日本の人々が不親切 ８ ６ －２

物価が高い ７９ ７６ －３

映画、アニメ、音楽のマイナスイメージ ４ １ －３

特にイメージはないが、どちらかと言うと悪いイメージ １ －１

その他 １ ２ １

資料：「JNTO国際観光白書」２００５年版

－１２－－１２－
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けて高い（表４）。

�すすめたい都市としては、「東京都区部」、「京

都」、「大阪」に集中している。大都市については、

「都市がエキサイティングで活気がある」、「ショ

ッピングがエンジョイできる」などの理由で支持

され、古都（京都、奈良など）は、「伝統文化・

歴史がすばらしい」、「寺社、仏閣がすばらしい」

などが理由となっている。

Ｃ 滞在経験で期待外れだった場所

回答は全体的に少なかった中で、�期待外れ

だった場所（地域）は、「関東」が最も多い。大

都市に集中しているのは「おすすめの場所」の裏

返しで訪問者が多いからといえよう。

�期待外れの都市としては、「東京都区部」、「大

阪」が特に多い。構成比は低いものの大都市につ

いては「ごみごみして人・車が多すぎる」、「都市

の魅力に欠ける」がマイナス要因として指摘され

ている。都市の“にぎわい”が必ずしも良いイメ

ージとして受け取られていないことを伺い知るこ

とが出来よう。

香港
【肯定的なイメージ】 【否定的なイメージ】

台湾
【肯定的なイメージ】 【否定的なイメージ】

香港

訪日前 訪日後 前後の差

便利な／進んだ交通機関 ２４ ３３ ９

サービスが良い ３８ ４５ ７

治安が良い ３０ ３６ ６

言葉が通じ易い ３ ６ ３

日本の人々が親切・礼儀正しい ５６ ５８ ２

食事が美味しい ６４ ６４ ０

適切な価格 ５ ４ －１

映画、アニメ、音楽の好イメージ ５ ４ －１

産業／工業製品の好イメージ １８ １４ －４

にぎわい・活気がある ２０ １５ －５

美しい自然／田舎 ２９ ２３ －６

文化と歴史が素晴らしい ２３ １７ －６

高い生活水準 ２９ ２２ －７

ショッピングが楽しめる ５９ ４７ －１２

都市の景観が美しい ６１ ３７ ２４

特にイメージはないが、どちらかと言うと良いイメージ ０

その他 ８ ９ １

香港

訪日前 訪日後 前後の差

物価が高い ３７ ４５ ８

言語障害 １９ ２６ ７

日本の人々が不親切 ４ ４

生活水準が低い １ １

食事が合わない／不味い １ １

サービスが悪い １ ２ １

にぎわい・活気がない ０

自然／田舎が美しくない ２ ２ ０

産業／工業製品のイメージが良くない ０

映画、アニメ、音楽のマイナスイメージ ０

交通機関が不便 １ １ ０

治安が悪い １ １ ０

都市の景観が美しくない ２ １ －１

文化と歴史は素晴らしくない １ －１

ショッピングが楽しめない １ －１

特にイメージはないが、どちらかと言うと悪いイメージ ０

その他 ０

台湾

訪日前 訪日後 前後の差

サービスが良い １９７ ２４９ ５２

便利な／進んだ交通機関 １１９ １５５ ３６

日本の人々が親切・礼儀正しい １７５ １９２ １７

言葉が通じ易い ６ ２１ １５

ショッピングが楽しめる ８３ ８４ １

治安が良い １２５ １２０ －５

適切な価格 ２６ ２０ －６

映画、アニメ、音楽の好イメージ ２４ １６ －８

食事が美味しい ９９ ８９ －１０

産業／工業製品の好イメージ ５７ ４１ －１６

にぎわい・活気がある １０４ ８５ －１９

美しい自然／田舎 １５７ １３７ －２０

高い生活水準 ２５９ ２３３ －２６

文化と歴史が素晴らしい １２２ ９５ －２７

都市の景観が美しい ２８２ ２０４ －７８

特にイメージはないが、どちらかと言うと良いイメージ ２０ １４ －６

その他 ３９ ３５ －４

台湾

訪日前 訪日後 前後の差

物価が高い １１４ １５９ ４５

言語障害 １２ ３６ ２４

ショッピングが楽しめない １ １６ １５

交通機関が不便 ２ １５ １３

都市の景観が美しくない ２ １０ ８

食事が合わない／不味い ６ １４ ８

日本の人々が不親切 １ ８ ７

生活水準が低い １ ７ ６

サービスが悪い ２ ７ ５

治安が悪い ２ ７ ５

にぎわい・活気がない ４ ４

文化と歴史は素晴らしくない １ ２ １

映画、アニメ、音楽のマイナスイメージ １ １

産業／工業製品のイメージが良くない ０

自然／田舎が美しくない ４ ３ －１

特にイメージはないが、どちらかと言うと悪いイメージ １ －１

その他 ３ １０ ７

－１３－－１３－
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Ｄ 将来、観光での再来日希望の有無

�「絶対に来たい」（５９．６％）と「チャンスがあ

れば来たい」（３７．０％）を合わせると再訪日の希望

者は全体で９７％になる（表５）。因みに、香港が

９８．１％、韓国が９７．５％、台湾が９７．２％、中国が９０．６％

である。

�「再訪日を希望しない」の回答は少ないもの

のその中で「来ないかも知れない」と回答した居

住地として中国の構成比が比較的高い。また、「絶

対に来ない」と回答した数は極めて少ない（全体

の１．３％）が、特徴として男性の割合が８割と多く、

４０～４９歳が中心であるのが特徴である。

Ｅ その他

�訪日前にインターネットで情報入手したのは

韓国
【肯定的なイメージ】 【否定的なイメージ】

表４ 居住地と薦めたい場所（地域別）のクロス（複数回答）
（％）

表５ 観光目的訪日客の居住地と観光での再訪日希望のクロス（単数回答）
（％）

韓国

訪日前 訪日後 前後の差

日本の人々が親切・礼儀正しい ４３８ ５１３ ７５

美しい自然／田舎 １０８ １６４ ５６

便利な／進んだ交通機関 １２６ １６６ ４０

サービスが良い ２８６ ３２４ ３８

食事が美味しい １４２ １７４ ３２

適切な価格 ５２ ７３ ２１

ショッピングが楽しめる ８９ １０９ ２０

治安が良い ８７ １０４ １７

言葉が通じ易い ３５ ３６ １

にぎわい・活気がある ８９ ７３ －１６

文化と歴史が素晴らしい １２４ ９５ －２９

都市の景観が美しい ４２０ ３８５ －３５

産業／工業製品の好イメージ １０５ ７０ －３５

高い生活水準 １７６ １０３ －７３

映画、アニメ、音楽の好イメージ ２０７ １０７ －１００

特にイメージはないが、どちらかと言うと良いイメージ ３５ ２７ － ８

その他 １７ ２３ ６

韓国

訪日前 訪日後 前後の差

言語障害 ５３ １０４ ５１

交通機関が不便 ２４ ５５ ３１

生活水準が低い １１ ３６ ２５

にぎわい・活気がない １１ ３４ ２３

都市の景観が美しくない １２ ２５ １３

サービスが悪い ３ １３ １０

食事が合わない／不味い ５３ ６０ ７

ショッピングが楽しめない １３ １７ ４

産業／工業製品のイメージが良くない １ ４ ３

映画、アニメ、音楽のマイナスイメージ ２ ３ １

治安が悪い ６ ７ １

自然／田舎が美しくない １３ ９ －４

文化と歴史は素晴らしくない ３１ １１ －２０

日本の人々が不親切 ５１ ２９ －２２

物価が高い ３９４ ３４２ －５２

特にイメージはないが、どちらかと言うと悪いイメージ １４ ７ －７

その他 ４ １０ ６

薦めたい場所

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿
中国
四国

九州
沖縄

場所の
限定なし

居
住
地

韓国 ６．８ ０．７４６．８ ０．８ ７．３３８．９ １．７２８．３１１．０

米国 ５．７ ２．２７３．７ ０．９１２．９３０．９ ３．０ ９．０１１．９

台湾 １３．３ １．８３４．８ ２．２１０．２４３．７ １．１２３．９１２．３

中国 ４．８ １．８５２．５ ２．０２０．６３１．７ ３．０ ７．８２３．１

英国 ２．０ １．１８０．６ ２．２１１．２２５．３ ５．１ ５．１１７．１

香港 ３５．０ ２．５７１．４ ３．０１１．３２０．７ ２．０ ２．０ ９．４

オーストラリア ２７．６ １．６４９．６ ０．０１１．０２８．３ ９．４ ６．３１７．３

フランス ３．２ ４．８６５．６ ２．４１３．６５３．６ ５．６ ０．８１２．８

ドイツ ２．６ ０．０６４．９ ０．９１２．３３８．６ ５．３ ５．３１４．０

シンガポール １０．５ １．１６５．３ ０．０１３．７２６．３ ５．３ ４．２２２．１

カナダ ３．５ ３．５６９．４ ３．５１４．１４０．０ ５．９ ７．１ ９．４

インド ０．０ ０．０６９．０ １．７２２．４１９．０ ３．４１０．３１３．８

中東諸国 ０．０ ０．０９１．１ ０．０１３．３３１．１ ０．０ ６．７ ８．９

タイ １１．１ ０．０５０．０ ５．６２２．２２２．２ ０．０２７．８１６．７

その他ヨーロッパ ２．７ １．９７０．２ ３．５１０．５４０．７ ２．７ ５．０１４．０

その他アジア・太平洋 ７．８ ０．９５４．３ ３．４ ９．５３１．０ ７．８２４．１１２．９

その他欧州 ２．３ ２．３５０．０ ２．３１５．９５９．１ ２．３１８．２ ２．３

アフリカ １１．５ ０．０４２．３ ３．８１９．２４６．２１５．４ ０．０１１．５

計 ８．４ １．６５６．８ １．６１１．５３５．７ ２．９１５．６１３．３

将来、観光での再訪日の希望

再訪日を希望する 再訪日を希望しない

絶対に
来たい

チャンスがあ
れば来たい

計
来ないかも
しれない

絶対に
来ない

計

居
住
地

韓国 ５３．９ ４３．６ ９７．５ ２．２ ０．３ ２．５

米国 ８３．３ １３．７ ９７．１ ２．９ ０．０ ２．９

台湾 ５７．４ ３９．８ ９７．２ ２．８ ０．０ ２．８

中国 ４１．４ ４９．２ ９０．６ ８．６ ０．８ ９．４

英国 ７４．３ １６．２ ９０．５ ８．１ １．４ ９．５

香港 ７５．８ ２２．４ ９８．１ １．９ ０．０ １．９

オーストラリア ８０．４ １９．６ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

フランス ４３．５ ４３．５ ８７．０ １３．０ ０．０ １３．０

ドイツ ７０．０ ３０．０ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

シンガポール ５０．０ ４５．２ ９５．２ ４．８ ０．０ ４．８

カナダ ７３．３ ２０．０ ９３．３ ６．７ ０．０ ６．７

インド １００．０ ０．０ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

中東諸国 １００．０ ０．０ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

タイ １００．０ ０．０ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

その他ヨーロッパ ６６．０ ３２．０ ９８．０ ２．０ ０．０ ２．０

その他アジア・太平洋 ８４．２ ５．３ ８９．５ ５．３ ５．３ １０．５

その他欧州 ７０．０ ３０．０ １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

アフリカ － － － － － －

計 ５９．６ ３７．０ ９６．６ ３．２ ０．２ ３．４※同じ人が３つまで選べるため、同一地域で複数選ぶと１００％を超えること
がある。

－１４－－１４－
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全体の約５０％（観光目的では６０％強）を占めた。

因みに、台湾が６１．１％、香港が５６．７％、韓国が５５．５％、

中国が４８．２％である。

�日本国内での支出額（参考値）を見ると、１

人当たり支出額の平均値は約１６万円である。

�自由記載（全対象者の６．９％）について分類し

たのが表６である。因みに、「外国語の案内標識」、

「言語障壁」については、韓国、台湾が、「通関・

ビザ」については、台湾、韓国、中国が、「物価」

については、台湾が主に指摘している。

�３ 調査結果からの提言

今回の調査結果から判明したことは以下の通り

である。

Ａ 訪日前後のイメージの変化

ａ 日本人に対するイメージ

訪日外国人は、「日本人」に良いイメージをも

って来日する。訪日後、その評価がさらに高くな

っている。ただ、近隣アジア諸国からの訪日客の

日本人に対するイメージは欧米人よりも若干低い

ようである。

今後、アジア諸国からの訪日客を増やすために

も、受入対策研修の充実、最新現地情報の継続的

発信・提供等、アジア諸国の人に、より良い日本

の歓迎イメージをアピールする努力が必要となろ

う。また、体験観光、自由度が高い個人向けパッ

ケージツアーを一段と普及させ、善意通訳者との

交流、ホームスティなどを通じ、訪日外国人が日

本人と直接触れ合う機会を出来るだけ多く増やす

ことが、特にリピートを増加させるためにも重要

である。

ｂ 都市の景観

近隣諸国からの訪日客の中には、「思った程日

本の都市景観が美しくなかった」と感ずる傾向が

強い。これは、近年発展著しいアジア地域の大都

市の景観（高層ビルの林立など）と比較すると相

対的に日本の都市の魅力が薄いと感じたのではな

いかと推測される。

一方、“お台場”や“六本木ヒルズ”等には多

くの外国人が訪れている。「満足度」で推測する

限り、特に近隣アジア諸国からの訪日客に対して、

日本の都市の中の特定スポットには、充分魅力を

感じさせるものがあるということを推測させる。

表６ 自由記載の分類
（件）

分 類 件数 内 容（例示）

�インターネット等 ２１ インターネットが使いづらい。日本のサイト（地図も含め）は英語が少ない。

�交通 １９ １枚の乗車券で、ＪＲ、私鉄、バスが、関係なく使えるようにしてほしい。

�ホテル・旅館、温泉 ９ 観光に力を入れ、外国人宿泊客に対するサービスを旅館、温泉に望む。

	外国語の案内 ３２ 英語の案内板が足りない。駅でチケットを買うのが難しい。

�外国語 ４４ 韓国語が通じないのは仕方ないが、英語が通じなくて不便だった。

街・施設 ９ 夜は街を歩いている人々がいなくて、出るのが少し怖かった。

�気候、自然、景観 ７ 空気が自分には合っていないようで、コンタクトレンズを使用しているが目が痛くなった。

�禁煙 ６ 禁煙、喫煙の場所がちゃんと分かれていないので、その点を改善してほしい。

�日本人 ２７ 日本人は親切で礼儀正しい。

�日本の文化 １０ ポルノまがいの番組ばかりで気持ちが悪くなった。日本はもっと文化レベルが高いと思っていた。

�日本の印象 ２４ 数年前にも来ているが、そのときの新宿はまだきれいだった。今回はその汚さに驚いた。

�清潔 ７ 都市はもちろん、農村も清潔だった。農家もよく整備されていた。うらやましい。

�食事 １０ 食事の味が変わっていて合わない。

�通関・ビザ １７ 入国審査時に、日本人と外国人の列が分かれており、列に長く並ばなければならなかった。

�カード ３ バンクカードが使えない。

�ツアー ２０ ３０数名のツアー客に日本人ガイドが１人だけのため、サービスが行き届いていない。

�物価 ９ イメージしていたより物価が高い。

�ノーマライゼーション ２ トイレのベビーベッドは素晴らしい。日本にしかない。日本人はレベルが高い。

�トイレ ５ 観光地のトイレが外国人にも使いやすいように改良した方がよい。

�その他 ２４ 韓国の人は大声で話すのが普通なのに、日本人は理解しない。

計 ３０５
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ｃ 歴史と伝統文化

「歴史と伝統文化」に対する訪日外客の印象は、

「都市の景観」と同じくダウンしている。特に、中

国、韓国では、自国の方が日本よりも歴史的に古

い文化があるという思いが強いようである。

ただ、日本側のプレゼンテーションの仕方にも

問題があるといえよう。例えば、日本の伝統文化

について、日本人向けの解説をそのまま翻訳した

だけのものを利用するということに反省すべきで

あり、また博物館的な正確さよりはむしろ判り易

さが求められているようである。

ｄ 物価

訪日前も訪日後も、「物価が高い」というイメ

ージは、マイナスイメージの中で他を圧しており、

訪日客の阻害要因のトップであることを裏づけて

いる。このイメージを払拭することは容易ではな

いが、「日本ではショッピングが楽しい」という

訪日客も増えてきていることも現実である。

今後、官民あげてこのマイナスイメージを払拭

する努力を続けるとともに、日本で低廉旅行をす

るためのヒント・情報の継続的発信などさまざま

な改良・改善の努力が必要であろう。

ｅ 言語障壁

「言語障壁」への対応は、受け入れ対策の中で

最も重要な課題である。今後とも、地道に善意通

訳運動の活性化、外国語表示の看板（食事のメニ

ューを含め）を増やすなど受け皿づくりの充実を

はかることが肝要である。

Ｂ 期待外れだった理由から見た対応

「期待外れだった理由」として、いくつかあげ

られた事項の中から、特に地方にとって重要なポ

イントを抽出して、その対応を列挙する。

ａ 都市に対する不満への対応

「都市に関する不満」は、総件数（１，９１９件）の

約２割を占めている。中でも「ごみごみして人・

車が多すぎる」という点については、今後行政側

の都市景観に対する取組みこそが、当該地域全体

の観光価値を高めることを認識するとともに、一

方ではその都市の個性的な魅力を上手にPRしてい

くことが必要である。

また自己（自都市）の魅力は、他人（訪日外客）

の意見を聞いてわかるものであり、各地域では、

訪日外客の生の声・感想を入手することに心がけ、

それをいかにPRすることが出来るかが今後の受入

増加につながることになろう。

ｂ 買い物に対する不満への対応

「ショッピングがつまらない」というのは、本

当に「買いたいものがない」という意向の他に「高

くてエンジョイできない」という意向の両方が存

在する。最近、台湾からの訪日客を中心に、「高

くても質の良いもの、個性あるもの」を買い求め

る客層が増えてきている。今後、訪日外客の増加

が見込まれる地方都市にとっては、訪日客のニー

ズに合った地域特有の魅力ある「土産品」等の開

発努力を進めることが肝要となろう。

おわりに

前述したように日本では、目下、国際観光流動

におけるアウトバウンド過多という「いびつ型観

光」から「双方向型観光」へのシフトを目指し、

官民一体となって“ビジット・ジャパン・キャン

ペーン”活動を展開し、着実に成果をあげている。

北陸地域でも、この国際観光戦略に沿って、また

地域経済の活性化のため、インバウンド増加運動

を“地道に”、“着実に”、“前向きに”実施しつつ

ある。

以下、今回発表された「訪日外国人旅行者満足

度調査報告書」の調査内容、提言等を参考に、今

後の北陸地域におけるインバウンド誘致戦略につ

いて簡単にまとめてみた。
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�１ 今後有望視される訪日ツアー（中国、台湾、

韓国、ロシアを中心に）

Ａ 中国

�訪日団体観光ビザ発給の中国全土への拡大

化によって、今後中国は大きな訪日観光市場と

なろう。反面、価格競争面で他の海外観光市場

（欧州ツアーなど）との競合が一段と激化する

ことが予想される。北陸地域としては、広大な

中国だけに誘客地域の選択などキメ細かな検討

および対応が望まれる。

�今後、有望なツアーとしては、修学旅行（中

国政府における修学ツアー目的の変化：語学研

修から素質教育へ）および小規模なインセンテ

ィブツアー（従業員の報奨など）が見込まれる。

Ｂ 台湾

�台湾の海外旅行は成熟化段階を迎え、これ

までの“馬上看花”（表面のみを観る）のツアー

形態から“深度定点”（１ヵ所を深める）ツアー

形態へ変わりつつある。

�最近、広域周遊型ツアーから日本の有名温

泉、日本紅葉紀行など地域別、テーマ別ツアー

に人気が高まりつつある。今後、家族旅行、２０

～３０歳代女性旅行などの増加も予想される。

Ｃ 韓国

�２００４年から始まった週休２日制の定着化に

よって、近距離滞在型ツアーの増加が見込まれ

る。

�訪日ツアーとしてVIP層を中心とした高級化

と若者を主体とした低廉化の２極分化傾向が見

られる中で、今後も若者や小グループによるFIT

旅行（個人旅行）の増加が見込まれる。

�これまで日本で実施して成功した体験から、

今後大型インセンティブツアーに対する韓国企

業の期待が高まっている。また、文化、娯楽な

ど特定の関心を満たすために観光以外の目的を

もった旅行（SIT旅行）も伸びるものと予測され

る。

Ｄ ロシア

�今秋来日が予定されているプーチン大統領

の訪日およびトヨタのロシア進出に伴なって、

今後大型ミッションの来日および国際会議の開

催も増加するものと見られている。

�近年、ロシア沿海地方からの観光客の増加

傾向が見られる。因みに、在ウラジオストク日

本国総領事館で発給されるロシア人の訪日ビザ

の件数はモスクワを超えたということである。

�２ 具体的対応

北陸地域として、訪日外客誘致への対応を以下

のように箇条書的に列挙してみた。

Ａ “きめ細かな”受け皿づくり

�交通基盤の整備と交通手段の活用

プロ

グラムチャーター便の活用など

�情報発信機能の充実

画一的ではなく、

各国の観光行動に応じたPR活動など

�地域住民が“ホスピタリティ”の心遣いを

自覚すること

接客マナー、食事の配慮など

Ｂ 誘客方法の工夫

�国際会議、商談会の活用

地域の特性を

活かした国際コンベンションの開催など

�産業観光の推進

地域産業を体感できる

産業視察など

�インセンティブツアー、修学旅行等の勧誘

促進

市場ニーズに応じた商品開発など

	広域観光の推進

北陸３空港の効率的活

用など

Ｃ 国際観光の担い手の育成

�観光関連人材の供給体制の整備

地元教

育機関の観光関連講座等の充実など

�語学、地方文化、地方史等の教育推進


おのれ

地域の個性を売込むためには己を知ることの重

要性を教導することなど

以上
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